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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年4月9日(2020.4.9)

【公表番号】特表2019-509283(P2019-509283A)
【公表日】平成31年4月4日(2019.4.4)
【年通号数】公開・登録公報2019-013
【出願番号】特願2018-545296(P2018-545296)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/13     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/62     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/19     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｄ
   Ｃ０７Ｋ   16/46     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   16/28     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/13     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/62     　　　Ｚ
   Ａ６１Ｐ   19/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ   35/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   19/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   19/08     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/16     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/28     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/10     　　　　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   38/19     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｅ
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   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｔ

【手続補正書】
【提出日】令和2年2月21日(2020.2.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コネキシン４３（Ｃｘ４３）ヘミチャネルに結合し及びチャネル開口を増強する抗体も
しくはその変異体、または前記抗体をコードする発現ベクターの有効量を対象に投与する
ことを含む、対象における骨粗鬆症、骨減少症、または癌を治療するまたは予防する方法
。
【請求項２】
　前記癌は、乳癌、前立腺癌、骨肉腫または転移である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記抗体、または前記抗体をコードする発現ベクターを、薬学的に許容される組成物の
状態で投与する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記抗体を、静脈内に、皮内に、腫瘍内に、筋肉内に、腹腔内に、皮下に、または局所
的に投与する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記抗体は、
（ａ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１９と同一の第一のＶＨ　ＣＤＲ、
（ｂ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２０と同一の第二のＶＨ　ＣＤＲ、
（ｃ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２１と同一の第三のＶＨ　ＣＤＲ、
（ｄ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：４９と同一の第一のＶＬ　ＣＤＲ、
（ｅ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５０と同一の第二のＶＬ　ＣＤＲ、及び
（ｆ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５１と同一の第三のＶＬ　ＣＤＲ
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記抗体はヒト化抗体である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　コネキシン４３（Ｃｘ４３）ヘミチャネルに結合し及びチャネル開口を阻害する抗体も
しくはその変異体、または前記抗体をコードする発現ベクターの有効量を対象に投与する
ことを含む、対象における炎症性疾患、神経変性疾患、または神経損傷を治療するまたは
予防する方法。
【請求項８】
　前記炎症性疾患は骨関節炎を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記神経変性疾患は、多発性硬化症、アルツハイマー病、またはパーキンソン病である
、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記神経損傷は、脊髄損傷（ＳＣＩ）、外傷性脳損傷（ＴＢＩ）、または脳卒中を含む
、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記抗体、または前記抗体をコードする発現ベクターを、薬学的に許容される組成物の
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状態で投与する、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　前記抗体を、静脈内に、皮内に、腫瘍内に、筋肉内に、腹腔内に、皮下に、または局所
的に投与する、請求項７に記載の方法。
【請求項１３】
　前記抗体は、
（ａ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１９と同一の第一のＶＨ　ＣＤＲ、
（ｂ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２０と同一の第二のＶＨ　ＣＤＲ、
（ｃ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２１と同一の第三のＶＨ　ＣＤＲ、
（ｄ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３１と同一の第一のＶＬ　ＣＤＲ、
（ｅ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３２と同一の第二のＶＬ　ＣＤＲ、及び
（ｆ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３３と同一の第三のＶＬ　ＣＤＲ
を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１４】
　前記抗体はヒト化抗体である、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記抗体は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５８と少なくとも９０％同一のＶＨアミノ酸配列、
及び／またはＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：６３と少なくとも９０％同一のＶＬアミノ酸配列を含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記抗体は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５８に従ったＶＨアミノ酸配列、及び／またはＳＥ
Ｑ　ＩＤ　ＮＯ：６３に従ったＶＬアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記抗体は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５８と少なくとも９０％同一のＶＨアミノ酸配列、
及び／またはＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：６０と少なくとも９０％同一のＶＬアミノ酸配列を含
む、請求項７に記載の方法。
【請求項１８】
　前記抗体は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５８に従ったＶＨアミノ酸配列、及び／またはＳＥ
Ｑ　ＩＤ　ＮＯ：６０に従ったＶＬアミノ酸配列を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記その変異体は、
ａ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１９を含む第一の重鎖相補性決定領域（ＣＤＲ）配列、
ｂ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２０を含む第二の重鎖相補性決定領域（ＣＤＲ）配列、
ｃ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２１を含む第三の重鎖相補性決定領域（ＣＤＲ）配列、
ｄ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：４９を含む第一の軽鎖相補性決定領域（ＣＤＲ）配列、
ｅ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５０を含む第二の軽鎖相補性決定領域（ＣＤＲ）配列、及び
ｆ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５１を含む第三の軽鎖相補性決定領域（ＣＤＲ）配列、
を含み、前記変異第一、第二及び第三の重鎖ＣＤＲ配列は、親ＣＤＲと比べて少なくとも
１つのアミノ酸置換を含み、各変異第一、第二及び第三の重鎖ＣＤＲ配列は、親ＣＤＲの
特異性及び／または活性の少なくとも９０％の生物学的機能を共有する
請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記その変異体は、
ａ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１９を含む第一の重鎖相補性決定領域（ＣＤＲ）配列、
ｂ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２０を含む第二の重鎖相補性決定領域（ＣＤＲ）配列、
ｃ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２１を含む第三の重鎖相補性決定領域（ＣＤＲ）配列、
ｄ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３１を含む第一の軽鎖相補性決定領域（ＣＤＲ）配列、
ｅ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３２を含む第二の軽鎖相補性決定領域（ＣＤＲ）配列、及び
ｆ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３３を含む第三の軽鎖相補性決定領域（ＣＤＲ）配列、
を含み、前記変異第一、第二及び第三の重鎖ＣＤＲ配列は、親ＣＤＲと比べて少なくとも
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１つのアミノ酸置換を含み、各変異第一、第二及び第三の重鎖ＣＤＲ配列は、親ＣＤＲの
特異性及び／または活性の少なくとも９０％の生物学的機能を共有する
請求項７に記載の方法。
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